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　恵まれた自然環境の中にある本学は、学問の府として医学、看護学の教育、研究に当たるとともに、福島県医療の中
心施設として県民から厚い信頼を寄せられています。
　福島県立医科大学は、明治4年に白河に開設された医術講義所（後の須賀川医学校）に端を発し、昭和19年に創設
された福島県立女子医学専門学校を経て、昭和27年に新制医科大学としてスタートしました。また、同年には附属看護
学校が開設され、平成10年に看護学部が誕生しました。その間、福島県内のみならず、日本全国及び海外にまでも多く
の卒業生を送り出しており、各地で先輩たちが活躍しています。
　本学の教育の特徴は、医学、看護学を両輪とした連携教育、また、医学と看護学、臨床医学と基礎医学、上級生と下
級生等といった両者間にある壁を取り払った6年（4年）一貫らせん型の融合的な教育です。特に、平成17年度からの「ホ
ームステイ型医学研修プログラム」は全国初の研修スタイルとして“福島モデル”と称され高い評価を受けています。
　医師の資質や研究レベルの向上を図る目的で、平成20年度に3つの研究機関、すなわち「医療人育成・支援センター」、
「トランスレーションリサーチセンター」、そして「総合科学教育研究センター」を設置しました。更に、平成21年度には、最
新機器などを備えたスキルラボを開設して、学部学生のみならず研修医や病院スタッフの臨床手技トレーニングや技術力
向上を図っています。このような高度な研究や医療技術は、附属病院における医療に大きく反映されて、その結果、附属
病院は南東北地方における医療の拠点となっています。
　医療技術や社会構造の変化に伴って、新しい医学、新しい看護学のあり方が、今、模索されています。医学にも看護
学にも未解決の問題がなお山積しており、新鮮な頭脳と熱い情熱を持った若い諸君に、誇りを持ってこれからの医学や
看護学を担っていただきたいと願っています。

福島県立医科大学学長　菊地 臣一 
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福島県立医科大学の理念  
　福島県立医科大学は、県民の保健・医療・福祉に貢献する医療人の教育および育成を目的に設立され
た大学である。同時に、研究機関として、不断の研究成果を広く世界に問いかけるという重要な使命を担っ
ている。
　もとより医療は、医学と看護学が共に手を携えて、すべてのひとのいのちと健康の問題に真摯に向き合
い、その未来を拓く営為である。その基盤とすべきところは、個人の尊厳に対する深い配慮と、高い倫理性
である。
　福島県立医科大学は、以下に掲げることを本学の理念として、教育、研究および医療を幅広く推進して
いくものとする。
 

１  ひとのいのちを尊び倫理性豊かな医療人を教育・育成する。
２  最新かつ高度な医学および看護学を研究・創造する。
３  県民の基幹施設として、全人的・統合的な医療を提供する。

めぐまれた環境での研究・診療  
　世に野口英世を送り出した福島県は、１９４７年（昭和２２年）に福島県立医科大学を福
島市に誕生させました。４１年後の１９８８年（昭和６３年）には大学は市の中心部から郊外に
移転し、近代的な設備を備えた大学、附属病院、医学部附属研究所などが丘陵地にそびえ
ています。
　教育・研究・診療に携わる教授、准教授、講師、助教、助手は全国から集まり、日夜、最先
端の研究や診療に励んでいます。
　入学する学生の出身地も北海道から沖縄までと多彩です。

ヒポクラテスの樹

　紀元前400年頃、ヒポクラテスがプラタナスの樹の下で医師を目指す若者に医学を教えたという
伝説からプラタナスは「ヒポクラテスの樹」と呼ばれています。福島県立医科大学のプラタナスは、
ヒポクラテスが生まれたギリシャのコス島由来の由緒ある樹です。

高度な医学・医療を目指して更なる飛躍  
　２１世紀の医学・医療は、医療の高度化、医療
ニーズの多様化、人権意識の確立等々の時代
の流れに的確に対応することが望まれます。こう
した社会の要請に応えるべく、附属病院では特
定機能病院として高度先進医療を担っています。
また医学の進歩に貢献するため、医学部および
附属研究所・施設の整備や機能の充実を図る
とともに、優れたスタッフの育成に努め、最先端
の研究を展開しています。医学・医療の中枢機
関として未来に向かって大きく羽ばたいています。

附属病院

附属学術情報センター・講堂

医学部生体情報伝達研究所　医学部放射性同位元素研究施設
医学部実験動物研究施設

総合科学系研究棟、生命科学・社会医学系研究棟、臨床医学系研究棟

医学部正面玄関看護学部棟


